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取
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０
０
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受
給
期
間
２
年
で
、
納
め
た

付
加
保
険
料
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
／
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、

保
険
年
金
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

●
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
出

月
か
ら
の
開
始
に
な
り
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
、
当
該

月
の
翌
月
末
日
に
な
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

☎
62
‐
５
３
３
２

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、

将
来
、
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

付
加
保
険
料
納
付
の
ご
案
内

年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

付加保険料を20年間納めると
◦付加保険料の納付総額
　400円×240月（20年）＝96,000円
付加年金を３年間受け取ると
◦１年間で受け取る付加年金額
　200円×240月（20年）＝48,000円
　　　　　　　　　↓
◦３年間で受け取る付加年金額
　48,000円×３年＝144,000円

付加年金額の計算式（例）

緊急通報装置

急病などの緊急時や
健康上の相談がある
場合に、装置のボタ
ンを押すと、相談セ
ンターにつながりま
す。 親族・協力員

看護師や保健師などの有資格者が
常駐する相談センターは、24時
間365日対応しています。

相談センター
（立山科学）

消防署

　緊急通報装置は、高齢者が急病などの緊急時に、ボタ
ンひとつで相談センターに通報が入る装置です。24時
間いつでもつながり、状況に応じてセンターから救急車
の要請や、緊急連絡先の協力員に連絡します。看護師な
どが常駐しているので、健康相談なども受けられます。

対象／65歳以上の１人暮らしの高齢者や高齢者のみの
世帯　※働いている人や、別棟や隣家に身内が居住して
いる場合は対象外です。申し込みには、緊急時に駆け付
ける人の事前登録が必要です。
費用／１か月当たり上限2,915円　※所得税非課税の人
は無料。所得に応じて一部負担あり。
緊急通報装置と連動した装置
　緊急通報装置の貸し出しと併せて、火災などのトラブ

ルが発生したときに、相談センターに速やかに通報する
ための装置を設置します。
●火災警報器
　固定電話がある世帯へ、寝室に煙式、台所に熱式の警
報器を各１個を設置します。火災が発生した場合に、セ
ンターが通報を受信して消防車の出動を要請します。
●人感センサー
　人の熱で動きを感知するセンサーを設置します。設定
した時間に、人の動きを感知できないなどの異常を検知
すると、センターが通報を受信し、協力員などへ駆け付
けを依頼します。

申し込み・問い合わせ先
高齢者福祉課高齢者班（☎62-5350）

緊急通報装置を貸し出しています

利
用
者

通報の流れ

もしものときに対応できるように
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